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に干渉フィルターで狭帯域化した光を照射し，そ

の時の光電子像を記録する．Ce oxide/W(100)面を

1500K で加熱したときの光電子像を図 9 に示す．

入射光波長における光電子像の明るさを数値化

し，作成した Fowler plot を図 10 に示す．Fowler plot
の横軸の shift 量から仕事関数を求めることができ

る．本研究では試料が高電界中にあるため，ショ

ットキー効果による影響の補正を行う必要がある．

よって仕事関数は次式のように求められる．

          ＝ 2.5[eV] ・・・・(3)

3.6 CeO2 で修飾した電界放射陰極の作製と仕事

関数の推定

W 針のシャンクに溶剤で溶いた CeO2 を塗布し，

超高真空容器に導入した後，10-7Pa 程度の超高真空

にした．陰極を 1200K～1350 K で加熱し酸化物を

陰極先端に拡散したところ，酸化物が還元してし

まった．そこで，より低温の 1100K で酸素導入を

行い，先端表面の La を酸化してから電界放射のパ

ターンを確認して電流電圧特性を測定した．この

ときの電流電圧特性より作成した F-N plot を図 11

に示す．SEM により測定した先端半径と F-N plot
の傾きより仕事関数を推定すると，2.87eV となり，

光電子放射顕微鏡(PEEM)による測定値よりも大き

なな値となった. しかも，Ce 酸化物の場合と同様

に，還元した後に再酸化しなければないという問

題が生じた．

4 まとめ

 
 希土類酸化物 Nd2O3，および軽希土類酸化物

La2O3，CeO2 を用いて W(100)面を修飾し，低仕事関

数面の形成を試み，光電子放射顕微鏡(PEEM)によ

る測定と電界放射特性による推定を行った．希土

類酸化物 Nd2O3では光電子放射顕微鏡(PEEM)によ

る測定値と電界放射特性からの推定値は 2.5eV と

なった．軽希土類酸化物である La2O3と CeO2 では

光電子放射顕微鏡(PEEM)による値が 2.9eV, 2.5eV
で，電界放射陰極としたときには 2,47eV, 2.7eV と

なった．しかし，W 針先端への拡散の再の高温処

理に際して酸化物から金属への還元が起こり，酸

素導入により再酸化の必要があった．
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図 9  320nm での Ce oxide/W(100)面の光電子像 

図 10 Ce-oxide/W(100)面の Fowler plot
 

 

図 11 CeO2で修飾した電界放射陰極の F-N plot
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Abstract 
 
We have studied homogeneity of the superconductivity in the Bi-based high-Tc cuprates 
(Bi2Sr2CaCu2O8+�) to utilize as a thermoelectrically passive leg of Peltier junctions at low 
temperatures. Homogeneity of the superconductivity, investigated by Scanning Tunneling 
Microscopy/Spectroscopy, depends on hole concentration in average. The superconductivity tends to 
be more homogeneous at higher hole concentrations. Taking it into account that the Peltier junctions 
with superconducting passive legs work below the liquid nitrogen temperature (~77 K), the optimal 
hole concentration for passive Peltier refrigeration will be around slightly higher hole concentrations 
than optimal hole concentration for Tc. 
 
Keywords : Homogeneity, Superconductivity, Peltier refrigeration
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